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題 材 名 私って何？－自分らしさの発見－
対 　 象 中 2 女子（弱視）、中 3 女子（全盲）、高 1 男子（全盲）の 3 名
実 施 日 2018.10.11（木）16：40～17：30


















































































題 材 名 ピカソの自画像・私の自画像
対 　 象 中 2 女子（弱視）、高 1 男子（全盲）の 2 名













































































図17　生徒作品 1 図18　生徒作品 2
図19　「黄色い背景の女」 図20　図 19 の立体コピー
茂　木　一　司・多　胡　　　宏・大　内　　　進20
題 材 名 キュビズムの人物
対 　 象 中 3 女子（弱視）、高 1 女子（全盲）、高 2 男子（全盲）の 3 名























































































































































 4）国立情報学研究所の CiNii による検索（2019.9.10）で、
「視覚障害×美術」で 50 件、「視覚障害×美術教育」で 6










2016、②茂木一司、同 2 報、同 34 号、pp.53-61、2017、








育入門 Q ＆ A、ジアーズ出版社、平成 12 年、p.78.
 9）多胡宏、日本の盲学校における美術教育の変遷に関する
研究と展望、美術教育学研究（大学美術教育学会誌）、
2019、p.208.
10）同上、pp.201-208.
11）同上、p.205.
12）視覚障害がある生徒に実験や体験などの科学へのチャレ
ンジをしてほしいという意図でキャンプや研究会を実施し
ている全国組織が運営する活動
　　（詳細は https://www.jump2science.org/を参照）
13）多胡宏、盲学校における美術教育の試み－指導・支援の
工夫と専門性の維持・継承のために－、群馬県教育セン
ター、2017、p.2.（第 14 回ぐんま教育賞入賞論文）
14）同上、pp.2-3.
15）パブロ・ピカソ（Pablo Picasso、1881-1973）は生涯多
くの自画像を描いている。1907 年は『アヴィニョンの娘
たち』描かれたのと同じ制作年である。
16）大内進、土肥秀行、ロセッタ・セッキ、イタリアの視覚
障害者のための絵画鑑賞の取組、世界の特殊教育 20、独
立行政法人国立特別支援教育総合研究所、2006、pp.83-
100、などを参照。なお、大内進は西早稲田に私設の「手
と目でみるギャラリー」（ボローニアのアンテロス美術館
の分館）を開設し、視覚障害児者の美術鑑賞教育等の支援
を独自に展開している。
17）茂木も委員になっている、京都国立近代美術館では主に
視覚障害者を対象とした、「感覚をひらく　新たな美術鑑
賞プログラム創造推進事業」（平成 29 年度～）を実施して
いる。他にも、山梨県立美術館では山梨大学と共同で「手
でみるプロジェクト」（2017-2018）を実施した。
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